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１．「TRAIN SUITE 四季島」運行開始１周年記念企画展の開催について 

「『TRAIN SUITE 四季島』運行開始1周年記念企画 イザベラ・バード展」

を東京ステーションギャラリーで開催いたします。 

イザべラ・バードは明治初期に東日本～北海道を旅した英国人女性旅行

家で、日光や会津、函館などTRAIN SUITE 四季島が立ち寄る土地を旅して

おります。 

私たちがTRAIN SUITE 四季島の旅を考えるにあたり、バードが旅した道

のりを物語の中に組み込み、「深遊探訪」の旅として提案しました。そのよう

なクルーズトレインの旅と、明治初期の東日本・北海道の時空を超えた旅の

展示をぜひお楽しみください。 

 

 

 

 

 

○ TRAIN SUITE 四季島では、日本の豊かで美しい自然を、また地域に根ざした産業や

日々の暮らしに息づく文化を、列車ならではの「豊かな時間と空間の移ろい」の中で、 

さまざまに楽しむ旅を提案しております。 

○ このたび、2018年5月1日に運行開始1周年を迎えます。この間、多くの地域の皆さまとと

もに「深遊探訪」をつくり、多くのお客さまにご利用いただきました。すべての皆さまに感謝

し、運行開始1周年を記念した企画展やフェア等、多彩なイベントを展開してまいります。 

○ 私たちJR東日本グループでは、TRAIN SUITE 四季島の運行を通じ、地域の様々な

魅力を掘り起こし、情報を発信することで、地域の活性化に貢献してまいります。 

イザべラ・バード 
（ハイジアパーク南陽 蔵） 



 「TRAIN SUITE 四季島」運行開始1周年記念企画 イザベラ・バード展 

明治初期に東日本～北海道を旅した英国人女性旅行家の記憶 

 

場   所：東京ステーションギャラリー（回廊展示）（東京駅内 丸の内北口改札前） 

期   間：2018年5月19日(土)～7月1日(日) （6月25日を除く毎月曜日は休館） 

開館時間：10時～18時まで（金曜日は20時まで。入場は閉館30分前まで） 

入館には東京ステーションギャラリーで開催中の「夢二繚乱」展の入館券の購入が必要です。 

入 館 料：一般（当日）900円、高校・大学生（当日）700円、中学生以下無料 

前売券の販売もございます。 

詳しくは東京ステーションギャラリーホームページ（www.ejrcf.or.jp/gallery/）をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．JR東日本グループでの運行開始1周年記念フェアの実施について 

（１）「TRAIN SUITE 四季島 記憶に残る滋味と音楽の奏で」 

TRAIN SUITE 四季島で腕をふるう岩崎均総料理長と、 

車内でも演奏いただいたジャズピアニスト木
き

住
し

野
の

佳
よ し

子
こ

さん 

の競演による記念フェア（ランチ・ディナー）をホテルメトロ 

ポリタンエドモントにて開催いたします。 

TRAIN SUITE 四季島が走行した全18都道県の食材を使 

い、運行開始からこれまで提供してきたメニューの中から選 

りすぐりの滋味を、木住野さんの奏でるピアノとともにお楽し 

みください。 

 

 「TRAIN SUITE 四季島 記憶に残る滋味と音楽の奏で」 

 会   場：ホテルメトロポリタンエドモント（東京 飯田橋） 

 開 催 日：2018年5月23日(水)・30日(水) ランチ・ディナー（計4回開催 料理・開催内容は共通） 

 料   金：お一人様 39,000円（サービス料・税込） ペアでのお申し込みのみ・最少催行人員24名 

定員は各回15組30名で、抽選販売とさせていただきます。 

 申込方法：びゅうトラベルサービスホームページ（www.jrview-travel.com/） 

からお申し込みください 

 申込開始：2018年3月9日(金) 13:00～  

 

 

 

岩崎均総料理長       木住野佳子さん 

イザベラ・ルーシー・バード（1831 年～1904 年） 

イギリス ヨークシャー生まれ。旅行家・探検家・紀行作家。世界中を旅する中で、1878 年 6 月から

約 3 か月間にわたり東京から日光、福島、新潟、山形、秋田、青森を経て北海道まで旅をした。この

旅の様子は後に「日本奥地紀行」として出版され、明治初期の各地の人々の暮らしを知る貴重な記

録として民俗学的にも高く評価されている。 



（２） 東京ステーションホテルでのTRAIN SUITE 四季島「シグネチャーオリジナルカクテル」の販売 

TRAIN SUITE 四季島車内の「LOUNGE こもれび」では、

様々なドリンクをご用意しておりますが、その中でもオリジ

ナルカクテルとして、トレインクルーが創り出した２つのカク

テル「粋 Sui」と「咲華 ～四季島の花～ Sakura」をご提

供しております。 

トレインクルーがTRAIN SUITE 四季島の運行開始まで

の間訓練を行っていた東京ステーションホテルで、TRAIN 

SUITE 四季島「シグネチャーオリジナルカクテル」を、期間

限定でご提供いたします。 

 

 場   所：東京ステーションホテル  バー&カフェ「カメリア」、バー「オーク」 

 提供期間：2018年4月27日(金)～6月30日(土) 

 価   格：1,800円（税込・サービス料別） 

 

（３） 紀ノ国屋でのTRAIN SUITE 四季島で提供している地域の飲食材やオリジナル商品の販売 

JR東日本グループの紀ノ国屋では、TRAIN SUITE 四季島の運行開始1周年を記念し、TRAIN 

SUITE 四季島で提供しているワインなど地域の飲食材やオリジナル商品を販売いたします。東日本・

北海道の地域が創り出したTRAIN SUITE 四季島縁の品々をぜひお買い求めください。 

 

販売箇所：紀ノ国屋 インターナショナル（青山店）・等々力店・鎌倉店・ 

吉祥寺店・国立店・紀ノ国屋アントレ エキュート上野店 

販売期間：2018年4月27日(金)～5月10日(木) 

販売商品：TRAIN SUITE 四季島で提供する食材やオリジナル商品 

 

 

３．新たなオリジナル商品「TRAIN SUITE 四季島 特製キーマカレー」の販売について 

これまでもTRAIN SUITE 四季島にご乗車されたお客さまや、ホームページ上にてTRAIN SUITE 四

季島オリジナル商品を販売してきましたが、新たにTRAIN SUITE 四季島で腕をふるう岩崎総料理長

が車内で作る「キーマカレー」を、本人が監修し再現したレトルトカレーを販売いたします。「LOUNGE 

こもれび」で提供しているメニューで、ご乗車された多くのお客さまより商品化を望まれていたものです。

この他にも順次、運行開始1周年を記念した商品を展開してまいります。 

 

「TRAIN SUITE 四季島 特製キーマカレー」 

価   格：1,500円(税別) 

販売時期：2018年4月下旬～ 

販売箇所：PROLOGUE 四季島（ご乗車のお客さまのみ） 

       ホテルメトロポリタンエドモント 

       紀ノ国屋（記念フェア実施店舗・実施期間のみ） 

TRAIN SUITE 四季島ホームページ（www.jreast.co.jp/shiki-shima/） 

   「粋 Sui」     「咲華 ～四季島の花～ Sakura」 

紀ノ国屋 インターナショナル（青山店） 

車内提供イメージ 



４．上野駅・停車駅での運行開始1周年記念イベントについて 

   2018年5月1日(火)で運行開始1周年を迎えることから、2018年4月30日(月・祝)出発の3泊4日コー

ス、ならびに5月5日(土・祝)出発の1泊2日コースそれぞれの停車駅を中心に以下の運行開始1周年

記念イベントを実施いたします。 

 

（1） 上野駅 【期間：2018年4月30日(月・祝)～5月6日(日)】 

運行開始1周年を記念し、春の花で彩ったフラワーボックスを

製作し「PROLOGUE 四季島」入口にて期間中展示いたします。 

また、4月30日(月・祝)並びに5月5日(土・祝)の上野駅での

TRAIN SUITE 四季島出発時には、スタッフが花を持ってお客さ

まのお見送りを行います。 
  

（２） 停車駅でのイベント 

2018年4月30日(月・祝)出発の3泊4日コース、5月5日(土・祝)出発の1泊2日コースの停車駅では、

到着または出発の際にトレインクルーと車掌からお出迎えやお見送りに来てくださっている地域の代

表の方へ「感謝の花束」を贈呈いたします。 

あわせて、運行開始１周年を記念した「オリジナルしおり」を、各停車駅にいらっしゃる皆さまにお配

りさせていただきます（数に限りがございます）。 

 

 

５．運行開始１周年記念ロゴマークについて 

このたび、TRAIN SUITE 四季島の運行開始 1 周年を迎えるにあたり、 

記念のロゴマークを制作しました。当初より使用するシンボルマークを活 

かしながら、1 年間の感謝の気持ちをイメージしたものとなります。 

今後 1 周年のイベント展開時には、このロゴマークを使用してまいります。 

 

 

６．その他 

  2018年3月1日（木）に発表させていただいた2018年度「東日本の旬コース（夏）」、「2泊3日コース」の

申込受付を3月8日（木）14時より開始いたします。「東日本の旬コース（夏）」では、山形県鶴岡市の「赤

川花火大会」または新庄市の「新庄まつり」をはじめ、夏の東北の「旬」を楽しむコースとなっております。

多くのお申し込みをお待ちしております。詳しくは、TRAIN SUITE 四季島ホームページをご覧ください。 

 

※本プレスに関わる写真や図は全てイメージです。 

 

 

 

PROLOGUE 四季島（上野駅） 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


